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昭和38年大阪医科大学泌尿器科患者の統詩的観察……宇野 博志 ・長久 謹三 ・定延
吉田 泰 ・正司 武夫 ・佐藤 公彦 ・西村
昭和39年大阪医科大学泌尿器科患者の統計的観察……日高 義朗 ・石神 四郎 ・古玉
谷村 実一 ・定延 和夫 ・吉田 泰 ・正司 武夫 ・佐藤 公彦 ・西村
京都府立医科大学泌尿器科分立前5年 間(1959;9・1963)の外来患者の統計的観察
小田 完五 ・久保 泰徳 ・平竹 康祐 ・井上 進 ・東
小野 利彦 ・村田 庄平 ・大山 朝弘 ・三品 輝男 ・井上












小田 完五 ・久保 泰徳 ・平竹 康祐 ・井上 進 ・東 登伎雄 ・
小野 利彦 ・村田 庄平 ・大山 朝弘 ・三品 輝男 ・村上
岡村 喜明 ・山田 要助 ・保井
胸管 ドレナージ法の同種腎移植への応用
園田 孝夫 ・中新井邦夫 ・中村麻瑳男 ・宮川 光生 ・高羽
副甲状腺主細胞型一次性過形成
園田 孝夫 ・大川 順正 ・竹内 正文 ・木下 勝博 ・伊藤
尿管異常開口の1例 河合 正之 ・袴田 隆義 ・神谷
60Co遠隔照射後にみられたTelangiectasiaによると思われる出血死の症例
森 幸夫 ・原 健 ・永野 道夫 ・後藤 正彦 ・田口
膀胱憩室内尿管異常開口の2例 河合 正之 ・袴田 隆義 ・神谷
TURPにおけるMannito1点滴静注法 一 とくに著者が試作したMannito1溶液の
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編 集 後 記
ソノ身ニナッテ ミナケレバ判ラヌ ト云ウ事ハ昔カラ云ワレルガ 最近身内ノ者ガ某病院二入
院シタ折二 今マデハ アマリ感ジナカッタ事 ヲ ハッキリト実感シタ.先ズ 病室ハ個室デア
ルベキモノダト思ッタ.総室デハ 手術後ヤ重症患者ガ ベット ヲ接シテイル.普 通ノ人間デ
・モ ー室二幾人モ同居スルニハ堪エナイデアロウニ マシテヤ苦痛ガ多ク 静養ヲ最モ必要 トス
ル病人ニトッテハ コレハ人道問題デアル.家 ノ者ハ個室二入レタガ 総室デアッタラモット強
ク感ジタデァロゥ.然シ現実ニハ ドコデモ大病院ニハ総室ガタクサンアル.ソ ノ原因ハ 国ノ経
済的事情 ト国民ノ認識ノ如何デアル.全 部ノ患者ヲ個室二入 レルダケノ余裕ガ 国ニモ 病院ニ
モ 医療費ニモ無イ.然 シ国ガ富 ミ 国民全体ノ認識ガ深マル程 患者ハ個室ニ ト云ウ事ニナル
デァロウ.米 国ジャクソソビル ・聖 ビンセソト病院ハ慈善病院デアリ 病床数420デアルガ ソ
ノ内 三分ノニハ個室デアル.日本デモ セメテ ソノ程度ニハナ リタイモノダ.
次二患老ノ食餌デアルガ ソレニハ適当ノ カロリー ハ含マレテイル筈デアルガ 決シテ充
分ナモノデハナク ソレドコロカ 普通以下 ト云エル.コ レデハ患者ノ食欲ヲソソラズ 食べ残
シモ出テ 病体ノ回復ハムズカシイ.ド ウシテモ 別途二補給セネパナラヌ.然シ 家人 ガ付キ
添 ッテ食餌ヲ作ッタ リ近所ノ仕出屋カラ運パセル事ハ 基準看護ノタメニ許サ レナイ.ソ コデ家
カラ食餌ヲ持ッテ通 ワネバナラヌガ 多人数ノ家デアレバ別ダガ 少数家族ノ勤メ人等デハ ソ
レガ ムズカシイ 遠方カラ来テイル患者デハ不可能デアル.理想 ヲ云ウナラバ 名実共二完全
看護ニシテ 食餌モ病人二適当ナモノニスル事デアル.然 シ ソノタメニハ 医療費ヲ多 クシ
看護婦ヤ医者ノ数 ヲ増サネパナラヌ.コ レモ 国ノ福祉ガ高クナリ 全国民 ノ認識モ深クナル事
ニョッテ初メテ可能デアル.現実的ニハ仲々困難デアロウガ ソレニ近付クヨウニ努力セネバナ
ラヌ.我 々ハ常二見テオリナガラ 他人事 トシテ アマ リ考エナカッタ事ヲ 今度ノ機会二実感
シタ 恥カシイ事デアル.政治家 役人 医療問題関係者等モ ー般ノ庶民 ト同ジヨウニ経験ス
ル機会ガアレバ身ヲ以テ感ズルデアロゥ.
重ネテ云エバ 病室ハ個室 食餌 ヲ充実 本当ノ完全看護ノ三点デアル(昭和41年2月)




3.入 会申込みは氏名(フ リガナ),住 所(雑 誌郵送先),勤 務先,職 地位,自 宅開業の別,
送金方法を御記入の上編集部宛.
投 稿 内 規
1.原稿の種類は綜説,原 著,臨床報告,その他.寄 稿者は会員に限る.
2.原 稿の長さは制限しないが簡潔にする.
3,原 稿は横書き,当用漢字,平 仮名,新 仮名使いを用い,片仮名には括孤を要 しない.400
字詰原稿用紙を用いること.附表,附図はなるべく欧文にすること.
4.文 献の書式は次の如くする.著者名:誌 名,巻数:頁 数,年 次.
例.1)中野:泌尿紀要,1=110,昭30.2)Lazarus,J.A.J.Urol.,45:527,1941,
5.欧 文抄録を記し,之には欧文の標題,所 属機関名,ロ ーマ字著者名を附け,な るぺ くタイ
ブラィターを用いること.希望の場合は当編集部にて翻訳する.抄録用の原稿を送ること.醜訳
の実費は申受ける.
6.掲 載料の著者負担は4頁迄毎頁600円,それ以上の頁,ア ー ト頁,図 表,写 真,欧 交組版
等は実費を申受ける.別 冊20部を無料贈呈,それ以上は実費を徴収する.予め希望部数を申込む
こと.特別掲載 も考慮する.
7.校 正は初校のみ署者校正 とレ,再校以降は編集部が行 う.
8.原 稿送 り先は京都市左京区聖護院 京都大学病院 泌尿器科紀要編集部宛,書 留便.
